
公益財団法人すこやか食生活協会理事、監事及び評議員の報酬及び費用に関する規程 
 
（常勤理事の報酬等） 

第１条 協会に常時勤務する理事（以下「常勤理事」という。）に支給する定

例の報酬（以下「報酬」という。）は、俸給、期末手当及び通勤手当とする。 

２ 各常勤理事の報酬は、年額５００万円（俸給及び期末手当）を上限として、

理事会及び評議員会の決議を経て、理事長が定めるものとする。 

３ 常勤理事の報酬のうち俸給については、年額分を分割し、俸給月額として

支給する。また、期末手当については職員給与規程第１１条第１項及び第２

項の規定、通勤手当については職員給与規程第１２条の規定を準用する。こ

の場合、これらの規定中、「職員」とあるのは、「常勤理事」と読み替える

ものとする。     

４  新たに常勤理事となった者には、その日から俸給を支給する。 

５  常勤理事が離職したときは、その日まで俸給を支給する。 

６ 常勤理事が死亡したときは、その死亡の日の属する月の俸給の全額を支給

する。 

７ 第５項及び第６項の規定により俸給を支給する場合にあって、月の初日か

ら支給するとき以外のとき又はその月の末日まで支給するとき以外のときは、

その俸給の額は、その月の現日数から日曜日及び土曜日の日数を差し引いた

日数を基礎として、日割りによって計算する。 

 

（退職手当） 

第２条 常勤理事が退職し、又は死亡した場合には、その者（死亡した場合に

はその遺族）に退職手当を功労金又は弔慰金として支給する。 

２ 退職手当の額は、常勤理事が退職し、又は死亡した日におけるその者の俸

給月額に在職期間（異なる常勤の役職の在職期間を含み、４年を超える在職

期間については算入しない。以下同じ。）１年につき１００分の１００を乗

じて得た額とする。なお、在職期間に１年未満の端数があるときは、月割を

もって計算する。 

３ 退職手当は、法令によりその退職手当から控除すべき額を控除し、その残

額を直接本人（本人が死亡したときは、その遺族）に支給する。 

４ 遺族の範囲及び順位については、職員退職手当支給規程第１２条の規定に

準じる。 

 



（評議員、非常勤理事及び監事に対する費用の支払） 

第３条 評議員、非常勤理事及び監事は、無報酬とする。 

２ 評議員、非常勤理事及び監事に対し、その職務を行うために要する費用を

理事長の定めるところにより支払うものとする。 

 

 

 

附 則 

 

この規程は、平成２１年１０月１日から適用する。 

 


